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 アドバンスソフトでは、自社で開発し販売しているソフトウェアを産業界で利用いただくためにいろ

いろな活動を行っている。それらのソフトウェアの研究開発においては、お客様のニーズに基づき当社

独自でソフトウェアの研究開発を実施するのみならず、大学・研究機関や民間企業との連携も行ってい

る。外部機関との連携により、当社のソフトウェアの高度化が期待できる。本稿では、アドバンスソフ

トにおける外部機関との連携について、その取り組みを紹介する。 
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1. 背景 

これまでに、CAE 分野で利用されているシミュ

レーションソフトウェアが世界に普及してきた

経緯はさまざまである。それらのソフトウェアの

普及過程に共通していることは、①広く普及する

までに十年以上の長期間を要していること、およ

び、②複数の機関の連携によって世界で普及する

ソフトウェアに育てられていったということの 2

点である。 

例えば、反応計算プログラムである CHEMKIN

は次のような経緯をとって世界中に普及した[1]。

まず、CHEMKIN は 1970 年にサンディア国立研究

所で研究開始され、1980 年に最初のバージョンを

再配布禁止かつフリーで公開した。1990 年代半ば

には 1000 ユーザーを超えたため、サポート量も

増加し、1995 年には配布有料化し、その後 1997

年に民間企業にその事業を託した。この中で特徴

的なことは、外部機関をユーザーとして抱え、20

年間もサンディア国立研究所がユーザーである

外部機関とともにソフトウェアを育て、その後民

間で事業化したことである。その他の米国発のソ

フトウェアについては、開発初期には大学が中心

になって活動することが多い。その後、上記に示 
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したような形で世界中に普及し、現在デファクト

スタンダードとなっているソフトウェアが多数

ある。また、日本で普及したソフトウェアに関す

るその普及過程は、開発元での努力に加え、ユー

ザーである民間企業に育てられたものも多いと

考えている。 

 また、現在日本国内では、多くの大学が外部機

関と連携し、積極的にシーズを産業界に対して普

及させることを実施している。そのために、大学

では専門の組織・機関を設けているところが多い。

大学の平成 27 年度の民間企業との共同研究につ

いて、「研究費受入額」は約 467 億円と、前年度

と比べて約 51 億円増加し、初めて 450 億円を超

えた[2]との統計がある。また、同資料では「研究

実施件数」は 20,821 件となり、前年度と比べて

1,751 件増加したとある。また、東京大学では、

年間約 3,000 件(H26 年度)を超える共同研究・受託

研究を受け入れている[3]とのことである。また、

[2]によれば、国立大学での共同研究先とする民間

企業のうち、件数では大企業が 2/3 であり中小企

業が 1/3 である。その研究開発の規模は異なるが、

公立大学や私立大学との共同研究においても、そ

の研究開発先としての大企業と中小企業との割

合は変わらない。このことから、中小企業でも大

企業と同様に、大学の研究への関心が高いと考え

られる。 



現在での連携の事例 
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2. 当社の外部機関との連携 

日本のソフトウェアが欧米のソフトウェアに

対して競争力を持ち、産業界で活用されるために、

絶え間ないソフトウェアの成長が必要である。そ

のために、アドバンスソフトでは、国のプロジェ

クトで開発にかかわったソフトウェアおよび自

社開発のソフトウェアを中心として事業を展開

している。 

また、アドバンスソフトにおいては、当社の商

品に対して、より最先端の成果を取り込むことを

実施してきた。その過程において、大学や研究機

関と連携すること、他の会社との連携を行ってき

た。これらの枠組みは非常に重要であり、社内の

アイディアにとどまらない広い視点を利用した

ソフトウェアの成長が可能となる。 

そのために重要なことは産業界のニーズであ

る。そのニーズに対応したソフトウェアを実装す

るにあたり、大学や研究機関の最先端の研究やノ

ウハウもソフトウェアに取り込むことで、より一

層実用的なソフトウェアになると考えられる。 

また、研究機関でのシーズを取り込みながら、

それらの内容を新しいソフトウェアの利用方法

を産業界に提案し、ニーズを掘り起こしていくこ

とも合わせて可能である。このような活動をこれ

までにいくつか実施してきたし、今後とも実施し

ていかなければならない。 

 

3. 当社での取り組みの実績 

アドバンスソフトは、その設立の経緯からソフ

トウェアの研究開発における大学との連携が非

常に強くなっている。2002 年に開始した戦略的基

盤ソフトウェアの開発においては、東京大学生産

技術研究所をはじめとした大学・研究機関の教授

等が 6 テーマのリーダーとなり、アドバンスソフ

トはそれに対応するソフトウェアの研究開発の

一部分を実施した。本プロジェクトおよび後継プ

ロジェクトは 2008 年まで継続して実施された。

また、当社独自の開発においても、大学等との研

究機関との連携の実績があり、大学および研究機

関の力を借りてきた。 

また、ソフトウェアを産業界に普及させること

と並行して、当社のソフトウェアを研究機関での

プラットフォームとして利用していただくこと

で、最先端のモデルの検証も実施してきた。例え

ば、研究者の成果をソフトウェアとして実現した

いという研究機関の要望に対して、その研究機関

と当社の共同研究契約等の形で当社のソフトウ

ェアを提供し、研究に利用していただくとともに

その成果を共有する活動を行った実績がある。当

社では、このような研究機関からの要請をソフト

ウェアのステップアップの大きな機会としてと

らえている。 

 

4. 現在での連携の事例 

本節では、本特集で示す大学との共同研究と研

究機関の施設を利用したサービス、および民間企

業との連携の 4 つの事例の概要を示す。いずれも

個別には目的および手法は異なるが、いずれもソ

フトウェアの高度化を目的として実施している

ものである。第 1 と第 2 の事例は、大学との共同

研究であり、ナノシミュレーション分野および流

体解析ソフトウェアの分野において共同研究等

を実施している。第 3 の事例は、独立行政法人の

施設を利用して、実験と解析の融合をキーワード

に新しい事業を展開している。第 4 の事例は、他

社のソフトウェアと連携して、当社のソフトウェ

アの価値を高めるための連携である。それぞれの

形で成果を上げている状況である。 

第 1 の事例では、ナノシミュレーション分野で

は最先端の手法を取り入れ、研究の実用化を目的

として実施している。ここでは、第一原理計算が

苦手とする分野の一つである強相関電子系につ

いて、大阪大学大学院基礎工学研究科・草部浩一

准教授との共同研究による取り組みを行ってい

る。 

第 2 の事例では、流体分野では研究成果の産業

応用を産業界に普及させる連携である。ここでは

2016 年より大阪大学梶島・竹内研究室と共同での

プログラム開発をスタートしている。 

第 3 の事例では、国で運営する施設を利用した

サービスを実施している。ここでは、中性子とそ

の解析というシーズを提供することで、産業界で
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のニーズを開拓していくための事業を行ってい

る。ここで利用する大強度陽子加速器施設 J-PARC

は大型の陽子加速器と実験施設群の総称であり、

茨城県東海村に位置する。当社では、J-PARC の

中性子ビームライン利用を支援するため、中性子

産業利用コンサルティング・サービスを事業化し

て、実績を上げている。 

第 4 の事例は、1 次元管路系解析のエンジニア

リングに関する他のソフトウェアとの連携であ

る。具体的には、管路系流体解析ソフトウェアの

大規模管路網解析の実用性を高めるために、株式

会社オメガシミュレーションのダイナミックプ

ロセスシミュレータとの開発例を示す。そこでは

大規模な都市ガス管路網解析における一連の機

能開発を行った。 

 

5. 今後の展望 

 アドバンスソフトではソフトウェアの普及の

ための外部機関との連携を行ってきた。当社のミ

ッションは、国プロで開発されたソフトウェアを

産業界に普及させることであり、ここで述べた活

動はこのミッションをさらに加速させる活動と

なっている。今後とも積極的に外部機関との連携

を積極的に進め、ソフトウェアの産業界への普及

を加速する。 

また、大学との共同研究やソフトウェアの共同

開発・共同利用により、日本の中にシミュレーシ

ョンの人材が育ち、そのことで日本全体のシミュ

レーションのレベルが高まり、さらには、日本の

産業競争力の強化につながることを目指してい

る。これから人口減少が進む日本においては、新

しい産業の発展が不可欠であり、その一つがシミ

ュレーションを中心とした CAE の産業と考えて

いる。そのような状況の中で引き続き、アドバン

スソフトは大学や研究機関および他の企業と連

携をとりながら世界最先端のソフトウェアを産

業界に発信していく所存である。 
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